
デマンド交通の導入(五泉市)
～『デマンド交通システム』導入までの取組みと現在の運行状況～

五泉市 企画政策課

中村 康輔



『デマンド交通』について
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『デマンド交通』とは、従来の路線バスとは異なり、ドアtoドアで便利且つ効率的に

移動するための考え方。

従来型の『路線バス』は、利用者数の減少に伴い、運行効率が悪化。
『デマンド交通』は、運行効率が高く、利便性も兼ね備えた運行手法。
その実現にあたり、円滑な運行管理を行うためにITを活用。
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ただし、、、
予約受付、配車の管理が煩雑

・誰を乗せる？
・どこからどこまで乗せる？
・急な予約変更！？
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ITを活用した『デマンド交通システム』
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予約 配車

誰からどこからの電話か、地
図上に表示

誰をどこからどこまで送
迎するのか、地図上に表
示

乗車場所
降車場所

自車位置

ドアtoドアでの移動を実現するため、最新のITを活用した『デマンド交通システム』
を導入。

利用者 オペレータ ドライバ

電話一本で簡単に予約



『デマンド交通システム』導入の背景

既存路線バスの利用率低下、一方で増加する高齢者に対する優しい公共交通の必要性
により、公共交通の再編に取り組み、H22.10よりデマンド交通『さくら号』の運行を
開始。

人口減少が進み、路線バス利用低下

利用者に優しい公共交通の必要性市の財政負担増大

高齢者が増加し、バス利用が困難

62,017 62,516 62,781

61,289
60,354

58,820

56,962

16,69116,47116,119

14,591
15,76915,55215,153

50,000

55,000

60,000

65,000

70,000

S50 S55 S60 H02 H07 H12 H17

人
口

（
人
）

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

世
帯
数

（
世
帯

）

人口 世帯数

9,773
11,691

13,358
14,701

15.9

25.8

22.7

19.4

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H02 H07 H12 H17

高
齢

者
数

（
人

）

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

高
齢

化
率

（
％
）

高齢者数 高齢者比率

『デマンド交通システム』の導入により、

線的カバーから、面的カバーへ！
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運行計画策定のポイント

運行計画の策定にあたっては、利用者の動線を鑑み、その利便性（通院・買い物等）
を向上することを重要視。
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ドアtoドアで

交通空白地域の解消

・旧五泉、旧村松間は基幹バスで連絡する
と同時に、ＪＲにも接続。

・運行効率を踏まえ、市内を3つのエリアに
分割。

・エリア内では郊外⇔市街地を片道30分で
運行。

・ドアtoドアの移動で利便性が向上。

Point



・今まで公共交通がなかったので、
生活が便利になった。

・バス停まで行かなくてよいので、
天候に関係なく利用することがで
きて便利。

・家や病院まで迎えに来るので、歩
けない高齢者にとっては便利に
なった。

・交通費が安いので助かる。
・エリア制限をなくしてほしい。

利用者の状況

春に減少したが、利用者数は持ち直しており、更なる伸びを期待している。
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住民の声
[人]

■月別利用者数



利用者の状況
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■年代別利用者数（6月末現在）

■地区別・男女別・世帯別登録状況（6月末現在）

地区 男性 女性 計 人口 登録率 登録世帯 世帯数
世帯

登録率

五泉地区 1,152 1,874 3,026 36,655 8.3％ 1,551 12,143 12.8％

村松地区 876 1,354 2,230 18,876 11.8％ 1,117 6,201 18.0％

合計 2,028 3,228 5,256 55,531 9.5％ 2,668 18,344 14.5％



利用者の状況

利用者は、通院の帰りにスーパーや商店で買い物、といった用途が目立ち、住民の足
として浸透しつつある。
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【降車】 【乗車】

■時間帯別利用者数

■乗車・降車ランキング

移動傾向としては、午前中に出かけ、
病院・薬局等に行き、スーパー・商店に
寄って帰宅するパターンが多い。

Point



導入効果

住民の利便性向上、自治体における財政負担軽減が実現でき、交通事業者にとっても
安定収入の確保となっている。

交通事業者
（バス・タクシー会社）
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社会福祉協議会
（運行主体）

自治体

財政負担の軽減

7,024
万円 6,149

万円

経常損失額

導入前 導入後（予定）

高齢者の健康増進 安定収入の確保

雇用対策

地域住民 ドアtoドアでの利便性向上

雨風の影響無く安心

荷物持っての移動は大
変だった

商業の活性化

買い物が便利になった

・高齢者の外出機会が増加！
・重篤化前に受診

→ 医療費抑制にも期待

・オペレータ
７名の雇用創出

・タクシードライバー
６名の雇用創出

地域生活インフラの拡充



今後の取り組み方針

・運転免許返納者への支援

１２,０００円分の利用券（基幹バスorデマンド）を配布

・年末年始の運行日の拡大

・回数券購入の際、１回分のチケットをプレゼント（高齢者を対象）

今後はより利用者を拡大することを念頭に、取り組みを行っていく。
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４月からの取り組み

更なる利用拡大のため、

継続的に施策を展開！！

・デマンド交通システムを活用した低利用地域へのアプローチ

・広告収入、協賛金などによる財源の確保

・回数券取扱店の拡大

今後の取り組み



ご清聴ありがとうございました。


